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飛騨山地薬師岳地域の手取層群の堆積環境と後背地解析

竹内　誠＊滝沢文教＊＊

TAKEucH正，Makoto　and　TAKlzAwA，Fur血inori（1991）Sedimentary　environment

　　　　　and　provenance　analysis　of　the　Tetori　Group　in　the　Yakushi　Dake　area，

　　　　　Hida　Mountainland．B％ll。G60」．S勿7∂．1勿αn，voL42（9），p．439－472，15fig．，

　　　　　1　tab．，7pl．

Abstract：Facies　and　provenance　analyses　of　the　Tetori　Group　in　the　Yakushi

Dake　area　have　been　carried　out　to　reveal　the　relation　between　the　tectonic　evo－

lution　of　the　Hida　Terrane　and　the　sedimentation　of　the　Tetori　Group．

　　　　　The　Tetori　Group　in　this　area　is　divided　into　the　Late　Jurassic　Kuzuryu

Subgroup　and　the　latest　Jurassic（P）to　Early　Cretaceous　Itoshiro　and　Akaiwa

Subgroups．The　Tetori　Group　unconformably　overlies　the　Hida　Metamorphic

Rocks，the　Unazuki　Metamorphic　Rocks，the　Funatsu　Granites　and　Paleozoic

rocks　of　the　Circum－Hida　Belt．

　　　　　Five　sedimentary　facies　are　recognized　in　the　Tetori　Groupl　Facies　A（con－

glomerate　dominant　facies），Facies　B（alternating　bed　facies　of　conglomerate　and

mudstone），Facies　C（thick－bedded　coarse　sandstone－conglomeratic　very　coarse

sandstonefacies），Facies　D（verythick　alternatingbed　facies　ofcoarse　sandstone

and　mudstone）and　Facies　E（mudstone　facies）．Sedimentary　facies　changes　up－

wards　from　Facies　A　through　C　to　D　in　the　Itoshiro　Subgroup，and　sedimentary

environment　changes　from　mid　fan　to　alluvial　plain．That　of　the　Akaiwa　Sub－

group　changes　upwards　from　A　through　B，E　and　D　to　A，and　is　interpreted’as

change　of　sedimentary　environment　from　mid　fan　through　marsh　and　flood　plain

to　fan．

　　　　　Gravel　composition　of　conglomerate　of　the　Tetori　Group　significantly

changes　with　the　ages．Conglomerate　of　the　Ito＄hiro　Subgroup　is　composed

mainly　of　granitic　materials　derived　from　the　Funatsu　Granites．Detritus　of　the

lower　Akaiwa　Subgroup（Minamimatadani　Conglomerate　Member）is　composed

of　felsic　volcanic　rocks，shale，sandstone　and　orthoquartzite（ierived　from　the

Hida　Terrane，the　Unazuki　Belt　and　Circum－Hida　Belt，while　the　upper　Aka－

iwa　Subgroup（Yakushizawamigimata　Conglomerate　Member）is　composed　of
clastics　of　chert　and　intermediate　volcanic　rocks　derived　mainly　from　the　exten－

tion　of　the　Mino　Terrane（Jurassic　sedimentary　complex　along　the　westem

Pacific　margin）．

　　　　　The　conspicuous　unconformity　between　the　Kuzuryu　and　Itoshiro　Sub－

groups　and　remarkable　alluvial　fan　development　indicates　that　the　basement

rocks　of　the　Tetori　Group　began　to　be　uplifted　in　latest　Jurassic．Subsequently，

alluvial　fan　deposits　composed　of　clastic　materials　from　the　Circum－Hida　Belt

and　the　Jurassic　sedimentary　complex　accumulated　in　the　Hida　Terrane　in　the

Akaiwa　Stage．It　in（iicates　that　the　Jurassic　sedimentary　complex　was　situated
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near　the　Hida　Terrane，the　Unazuki　Belt　and　the　Circum－Hida　Belt　and　that

the　Jurassic　sedimentary　complex　was　also　uplifted　and　eroded　in　Early

Cretaceous　time．

要　 旨

富山県薬師岳周辺に分布する手取層群の堆積相及び後

背地解析を行い，飛騨帯の構造発達と手取層群の堆積に

ついて考察した．

石徹白亜層群は，北方からの扇状地中部から河川平野

の環境で堆積した飛騨帯起源と考えられる花高岩類を主

とする堆積物からなる．一方，赤岩亜層群は，前期に南

方からの扇状地が発達し，飛騨外縁帯起源と考えられる

頁岩・砂岩・結晶片岩を主する砕屑物が供給され，中期

には主として西方からの蛇行河川の発達した河川平野の

環境となり，花闘岩質の砕屑物が供給された．後期には

再び扇状地が発達し，より海洋側に位置していた美濃帯

をはじめとするジュラ紀堆積岩コンプレックスに由来す

る砕屑物が供給された．

　このことは白亜紀前期には，ジュラ紀堆積岩コンプレ

ックスの一部が陸化し，削剥域にあったことを物語って

いる．
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第1図　手取層群とその基盤岩類の地質図

　　　1：手取層群，2：船津花嵩岩類，3＝来馬層群，4：飛騨外縁帯の岩石，5：宇奈月変成岩類，6：飛騨変成岩類．

Fig．1Generalized　geologic　map　of　the　Tetori　Group　and　the　basement　rocks．

　　　1＝Tetori　Group，2二Funatsu　Granitic　Rocks，3：Kumma　Group，4：Rocks　Qf　the　Circum

　　　Hida　Belt，5＝Unazuki　Metamorphic　Rocks，6＝Hida　Metamorphic　Rocks．
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飛騨山地薬師岳地域の手取層群の堆積環境と後背地解析（竹内　誠・滝沢文教）

1．はじめに

　手取層群は，中期ジュラ紀から後期ジュラ紀の海成層

（九頭竜亜層群）と最後期ジュラ紀（P）一前期白亜紀の非

海成層（石徹白亜層群・赤岩亜層群）からなり，飛騨帯

・宇奈月帯・飛騨外縁帯の岩石を不整合に覆って分布し

ている（第！図）．一方，これら飛騨帯・宇奈月帯・飛騨

外縁帯の南及び東側には，ジュラ紀から最前期白亜紀に

形成された美濃帯の堆積岩コンプレックス（例えば

Wakita，1988）が分布している．

　手取層群と美濃帯の堆積岩の堆積年代には共通する時

期があるが，その岩相・層厚・産出化石など堆積環境は

大きく異なる．この両者を比較する上で堆積相・砕屑物

組成・化石・層序などの総合的研究が不可欠である．し

かし手取層群の従来の研究では層序と化石に関する研究

が中心であり，堆積相と堆積物の組成に関する研究は少

ない．また数少ない礫種構成に関する報告も，他分野と

の総合的検討が不十分で，手取層群の地史を解明する上

で堆積学的研究からの十分な成果が現れていない．

　富山県南部から南東部には手取層群が広く分布する

が，筆者らはその東端部の飛騨帯・宇奈月帯に分布する

飛騨山地薬師岳周辺の手取層群を5万分の1地質図幅

「槍ヶ岳」作製計画において調査し（第1，2図），層相解

析による堆積環境と，礫岩と砂岩の組成による後背地解

析の両者に観点を置き研究を行った．その結果，時代と

共に堆積相及び礫岩の礫種構成が有意な変化を示すこと

が明らかとなったので，ここにその成果を記載し，その

意義について考察する．その成果の一部であるチャート

や頁岩の礫から産出したジュラ紀・三畳紀・二畳紀の放

散虫化石については，竹内ほか（1991）にてすでに報告

した．また本地域内で分布が極めて狭い九頭竜亜層群相

当層については本報告の堆積相及び後背地解析の対象か

ら除外する．なお本報告における飛騨帯・宇奈月帯・飛

騨外縁帯の区分はHiroi（1981）に従った．

2．研　究　史

　本地域に中生層（手取層群）が存在することを最初に

報告したのは，加藤（1914）である．彼は有峰（現在の

有峰湖付近）付近に砂岩・礫岩からなる地層の分布と，

植物化石の産出を報告した．野田・佐藤（1920）・は，太

郎山から北ノ俣岳（上ノ岳）にかけて，花嵩岩を不整合

に覆う手取層群の分布を明らかにし，柴田・原（1954）

は，黒部五郎岳のカール壁における船津花闘岩類と手取

層群との不整合を報告した．本地域に関連する層序学的

研究は，その後主として長棟川（神通川支流）・有峰地

域（前田・武南，1957a；河合・野沢，1958；大村，1973；

宇井，1981）及び常願寺川地域でなされている（前田，

1956；Okamoto，1985）（第1表）．

　手取層群の堆積学的研究は，層序学・古生物学的研究

に比べ，極めて少数である．前田・武南（1957b）は，礫

径分布や礫種などから供給地を解析し，“古生層”から供

給されたものがあることを指摘している．また，Maeda

and　Fukui（1960）は，神通川上流の飛騨古川地域の九頭

竜，石徹白両亜層群の砂岩・礫岩中の重鉱物組成を調べ，

後背地解析を行った．山田ほか（1989）は九竜頭川上流

地域にて，九頭竜・石徹白両亜層群において，岩相変化

があることを示し，主に九頭竜亜層群の堆積環境を解析

した．公文・加納（1991）は庄川上流域に分布する九頭

竜・石徹白・赤岩の各亜層群について堆積相と砕屑物組

成の検討を行い，また公文・小坂（199！）は，手取層群

全体の主な礫岩の礫組成を測定し，3つのタイプの礫岩

が存在することを指摘している．

　また，近年手取層群と美濃帯の地層との関係を検討し

た研究がみられるようになった．脇田（1983）は，九頭

竜川上流域の手取層群と美濃帯の砂岩組成を検討し，砂

岩の組織は両者において相違がみられるが，鉱物組成は

類似点が多いことを報告している．足立（1985a，b）は九

頭竜川上流地域の九頭竜亜層群と美濃帯砂岩中の砕屑性

ザクロ石の化学組成を比較し，両者は類似した化学組成

の範囲のものであることを報告した．また，小嶋（1986），

斉田（1987），竹内ほか（1991）は，手取層群のチャート・

珪質頁岩・頁岩などの礫から放散虫化石の産出を報告し

た．特に斉田（1987），竹内ほか（1991）は三畳紀やジュ

ラ紀の放散虫化石を報告し，美濃帯から砕屑物が供給さ

れた可能性があることを示唆した．

3．地質概説

　本地域の手取層群の基盤は船津花嵩岩類である．これ

を不整合に覆って手取層群の九頭竜亜層群が真川流域と

薬師岳南方にわずかに分布し，石徹白・赤岩両亜層群が

船津花闘岩類や九頭竜亜層群を不整合に覆って，中俣乗

越から太郎山の東側斜面から西方にかけて分布する（第

2図）．また，黒部川から薬師沢右俣・薬師岳東斜面及び

間山にかけて，赤岩亜層群が分布する．北ノ俣岳と黒部

五郎岳付近では，北ノ俣岳閃緑岩と黒部五郎岳閃緑岩（原

山ほか，1991）が手取層群に貫入しており，放射年代は

102Maと106Maを示す（原山，1990）．手取層群は薬師

岳付近に分布する後期白亜紀の溶結凝灰岩を含む流紋岩

質の火砕岩類からなる薬師岳流紋岩類（原山ほか，1991）

に不整合に覆われる．後期白亜紀一古第三紀の奥黒部花嵩
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常願寺川地域 長棟川地域・有峰地域 薬師岳周辺地域

前田（1956，1961a） Okamoto（1985） 前田・武南（1957a） 河合・野沢（1958） 大村（1973） 原山ほか（1991）・本報告

白岩川凝灰岩 白岩川凝灰岩

赤 頁岩砂岩互層 頁岩砂岩互層

岩

手 亜 長尾山礫岩 手 長尾山礫岩 薬師沢右俣礫岩

層 砂岩互層 赤 砂岩互層 部層

群 岩 赤 跡

取 志鷹谷凝灰岩 取 亜 和佐府互層 横岳頁岩砂岩互層 赤 跡 和佐府互層 有 有峰西谷層 岩 津 和佐府砂岩泥岩

頁岩砂岩互層 層 石 岩 津 峰 亜 川 部層

群 亜 川 層 層 累

層 層 徹 層 累 南俣谷礫岩層 群 有峰東谷層 手 群 層

南俣谷礫岩層 群 層 南俣谷礫岩部層

石 手 白 手 有峰酸性岩類

群 徹 群 珪長岩 取

白 常願寺川礫岩 石 猪谷互層 亜 石 長 石 長 中俣乗越砂岩部

亜 砂岩互層 徹 取 折立峠礫岩層 取 徹 棟 猪谷互層 手 徹 棟 層

層 白 層 白 川 取 庵谷峠層 層 自 川

群 亜 亜 累 層 亜 累

層 庵谷峠礫岩層 層 群 層 層 層 庵谷峠礫岩層 群 層 層 庵谷峠礫岩部層

群 群 群 群

群 九 有峰頁岩層 群 九 東 有峰頁岩層 九 東 有峰頁岩部層

頭
血

頭
立
坂 頭

立
坂

電 電 森 唱 森

亜 真川砂岩礫岩層 亜 累 真川砂岩礫岩 亜 累

層 層 層 層 層 層

群 群 群

第1表　薬師岳周辺地域の手取層群の層序対比表　大村（1973）の欄の斜線は同時異相を表す．

Table　l　Correlation　of　the　Tetori　Group　around　the　study　area．Slante（11ines　in　the　column　of　Omura（1973）rep－
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第3図　地質断面図
　　　凡例は第2図．

Fig。3X－X・andY－Vcr・sssecti・ns。LegendassameasinFig・2・

岩（原山ほか，1991）が手取層群に貫入し，手取層群と

薬師岳流紋岩類は接触変成作用を被っている．雲ノ平周

辺には，第四紀の火山岩類及び雲ノ平礫層が船津花南岩

類や手取層群を不整合に覆って分布する（中野，1989）．

　黒部五郎岳から折立にかけての手取層群は，不整合面

の高度が示すように東方の隆起による西側への傾動運動

がみられ，地層は北一北東走向で15－30。西傾斜している．

この運動には北北東走向で東に急傾斜する正断層が発達

し，手取層群はいくつかにブロック化している（第3図）．

　薬師岳付近の手取層群は，問山西方から薬師岳西方・

薬師沢右俣・薬師沢小屋下流1km付近の黒部川に至る

東に傾斜する正断層によって西縁を境され，東側は黒部

川花嵩岩の貫入によって境されているため，南北に細長

い地塊をなしている．この西縁の断層の近傍で，手取層

群は上位の火砕岩類とともに向斜をなしている（第3図

のA）．この向斜は正断層形成に伴ったと推察される．

4．層序と岩相

　本地域の手取層群は，下位より，九頭竜亜層群東坂森

累層の有峰頁岩部層，石徹白亜層群長棟川累層の庵谷峠

礫岩部層，中俣乗越砂岩部層，赤岩亜層群跡津川累層の

南俣谷礫岩部層，和佐府砂岩泥岩部層，薬師沢右俣礫岩

部層に区分できる（第5図，第1表）．九頭竜亜層群の有

峰頁岩部層と石徹白亜層群の庵谷峠礫岩部層は不整合関

係であるが，そのほかの各部層は順に整合に重なる．こ

れらの詳細な記載及び対比は，原山ほか（1991）で報告

したので，本報告ではその概要を述べる．

　4．1九頭竜亜層群東坂森累層

　有峰頁岩部層

　船津花闘岩類を不整合に覆う砂岩とその上位の頁岩を

主体とする頁岩砂岩互層からなる．砂岩は灰白色一灰色

で，細礫大の斜長石粒や，花崩岩及び珪長質火山岩の中

礫をしばしば含む．淘汰の悪い極粗粒砂岩である．黒色

頁岩中に，灰白色で最大長径5cmの不規則な形をした

石灰質ノジュール（？）が含まれることがある．本層の

層厚は，薬師平西方で最も厚く約50m，薬師平東側で約

30mである．

　4．2　石徹白亜層群長棟川累層

　庵谷峠礫岩部層

　礫岩・砂岩及び砂岩泥岩互層からなり，船津花闘岩類
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第4図　第5図，第6図，第8図及び第9図中の柱状図を作成したルートを示す図

Fig．4　Map　showing　the　routes　of　columnar　sections　in　Figs．5，6，8and9．

や九頭竜亜層群を不整合に覆う．層厚は折立周辺で最も

厚く約550mで，南東方へだんだんと薄くなり，中俣乗

越付近では35mである．礫径は折立周辺で最も大きく，

最大約1mの大礫一巨礫からなり，南東部に向かって小

さくなり，中俣乗越や黒部五郎岳付近では中礫一大礫と

なる．砂岩は塊状で黄白色一灰緑色を呈する．一般に中

粒一極粗粒で，細礫を含むことがある．

　中俣乗越砂岩部層

　本部層は庵谷峠礫岩部層に整合に重なる．主として優

白色砂岩からなり，優白質花高岩礫を含む礫岩・シルト

岩・泥岩・珪長質凝灰岩を伴う．全層厚はハゲ谷，中俣

乗越付近ともに300mである（第5図，第6図の1）．

　砂岩はハゲ谷では塊状をなすが，中俣乗越付近では単

層厚0．5－1mの層状をなし，いずれも白色一灰緑色で中

粒一極粗粒の長石質アレナイトである．ときに斜交層理の

発達する部分がある．

　礫岩は，ハゲ谷ではよく円磨された中礫一大礫のアプ

ライト礫のみからなる．この礫岩は礫と基質の砂が大変

似ていて区別しがたく，花闘岩と見間違いやすい部分が

存在する．

　珪長質凝灰岩は，薬師沢最上流部及び中俣乗越付近に

分布し，特に後者の地域に多い．

　4．3　赤岩亜層群跡津川累層

　南俣谷礫岩部層

　本部層は中俣乗越砂岩層に整合に重なる．珪長質火山

岩類の亜角礫一亜円礫を主とする礫岩・砂岩・シルト岩一

泥岩からなり，珪長質凝灰岩を挟む地層である（第5図，

第8図の2－5）．本部層は岩相変化が激しい．層厚は約
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第5図薬師岳地域の手取層群の柱状図
　　　A1，A2，B，C，D，E、，E2は堆積相を表す．柱状図作成ルートは第4図に示した．

Fig．5　Columnar　sections　of　the　Tetori　Group　in　the　Yakushi　Dake　area．

　　　A1，A2，B，C，D，EI　and　E2refer　to　facies　sited　in　text．The　routes

　　　of　the　columnar　sections　are　shown　in　Fig．4．

200mである．

礫岩の礫は亜角礫一亜円礫の中礫で，基質は中粒砂岩

である．シルト岩には，葉理乙フレーム構造・級化層理

などの堆積構造がみられる．

　和佐府砂岩泥岩部層

　本部層は粗粒砂岩からシルト岩に垂直変化する上方細

粒化型の小堆積サイクルの累重からなる．一部亜角礫の

中礫からなる礫岩を挟む（第6図の2，第9図）．この小

堆積サイクルは1－10mの厚さである．礫岩や砂岩には

礫のインブリケーションや砂岩中の斜交層理が認められ

る（第9図）。本地域では南俣谷礫岩部層に整合に重なる．

　薬師沢右俣礫岩部層

　本部層は主としてチャート礫を含む礫岩からなり，一

部砂岩を挟む。本部層は和佐府砂岩泥岩部層に整合に重

なり，薬師岳流紋岩類に不整合に覆われる．薬師岳周辺

では接触変成作用を被っているため本部層の岩石は堅固

であるが，薬師沢右俣では非変成で固結度は低い．層厚

は薬師沢右俣支流で最も厚く約140m，東南尾根付近で
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第6図　石徹白亜層群の柱状図（柱状図1）と赤岩亜層群和佐府砂岩泥岩部層の柱状図（柱状図2）

　　　柱状図作成ルートは第4図に示した．凡例は第5図．

Fig．6Columnar　sections　of　the　Itoshiro　Subgroup（section1）and　the　Wasabu　Sandstone－

　　　Mudstone　Member　of　the　Akaiwa　Subgroup（section2）．The　routes　of　the　columnar

　　　secsions　are　shown　in　Fig．4．Legend　as　same　as　in　Fig．5

75mである．

　本部層の下部では単層内に礫岩から細粒砂岩の上方細

粒化が認められるが，上部では塊状礫岩となり，本部層

全体としては上方に粗粒化している．

　礫岩の礫は角礫一亜円礫の中礫で，基質は火山岩片を多

く含む石質ワッケである．

5．堆積相解析

　5．1堆積相の区分

　岩相の種類と組合せ及び堆積学的諸特徴から大きく5

っの堆積相（Facies　A，B，C．D，E）が識別できる（第

7図）．

　Facies　A

　礫岩優勢相で，礫の大きさ・淘汰度・基質の性質・成

層状態などからA。・A、・A2の3つの亜相が識別される．

Facies　Aは赤岩・石徹白両亜層群で見られるが，双方

で礫径と礫種が大きく異なる．

　聖acies　A。淘汰不良の泥質砂岩からなる基質支持

（matrix－supported）の礫岩で，基質は塊状または弱い葉

理を示す．基質が凝灰質の砂まじりシルト岩のこともあ

る（図版IIのA）．厚さ3m以下で，南俣谷礫岩部層中に

散在的に少量見られるにすぎない．

　亜角礫が多く，基質量は最大で80％，通常30－50％で

ある．1つの礫岩単層での最大礫径群は下底より数10
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第7図　堆積相の区分

　　　1：斜交層理，2＝泥岩・3：砂質シルト岩，4：泥質砂岩，5：細一中粒砂岩・6：粗一極粗粒砂岩，

　　　7：礫質砂岩，8：中礫礫岩，9：大礫礫岩．

Fig．7　Classificatlon　of　sedimentary　facies．

　　　1：cross　bedding，2：mudstone，3：sandy　siltstone，4：mu（1dy　san（lstone，5＝

　　　fine－to　medium－grained　sandstone，6：coarse－to　very　coarse－grained　sand－

　　　stone，7：pebbly　sapdstone，8：pebble　conglomerate，9：cobble　conglom－

　　　erate．

cm上部にあり，礫岩層の上部では上方に細かくなって

泥質粗粒砂岩に移化する．すなわち逆級化→最大礫岩径

群→正級化という垂直変化が認められる．礫の長軸が層

理面に直交もしくは大きく斜交する場合がしばしば認め

られる．

　Eac亘es　A、礫支持（clast－supported）の巨礫一大礫礫

岩で粗粒砂岩を挟む．石徹白亜層群庵谷峠礫岩部層に認

められる（第8図の1）．礫は大部分花嵩岩類からなり，

人頭大の礫がごく一般的であるが，巨礫（最大約1m）を

多量に含む（図版1のA）．円磨度は全般的に良好であ

る．花嵐岩以外の礫は，亜角礫一亜円礫である．基質は粗

粒砂岩からなる．淘汰度は庵谷峠礫岩部層の下部では不

良，中一上部では普通である．礫岩は一般に塊状で成層構

造に乏しいが，2－5mの厚さの堆積ユニットを示す部分

も認められる（図版1のB）．時々挟む粗粒砂岩には平行

葉理一水平層理がしばしばみられる．

　Fades　A、赤岩亜層群南俣谷礫岩部層に代表的にみ

とめられ，中礫一大礫（平均3－15cmが多い）を主とし，

小礫を伴う（第8図の2，図版IIのB）．最大礫径は20cm

位である．淘汰度は普通ないしやや不良で，ときどき淘

汰のかなり良好な礫岩を挟む．珪長質火山岩類や砂岩な

どの亜角礫一亜円礫が多く，円磨度は低い．礫岩は厚さ1－

2mの単位で成層構造をもち，内部は一般に塊状で，弱い

水平層理（flat－bedding）と緩傾斜のplanarタイプの斜

交層理がときどき認められる．粗粒砂岩または細礫礫岩

を少量挟む．垂直的にみて上記の成層厚の単位毎に上方

に漸次細粒化して砂岩に移化することが多い．ときに，

礫岩内部での浸食構造を認めるが，下位を大きく切れ込

むような浸食構造はまれである．

　Eacies　B

　礫岩と泥岩の厚層理互層で従属的に砂岩を伴う　（第8

図の3－4）．南俣谷礫岩部層の中部に多い．礫岩は礫の種

類・円磨度においてFacies　A2と酷似する．しかし，礫の

大きさは本相の方が大きく，淘汰度はFaciesA2に比べ

て低く，雑然として見える．基質の砂岩はFacies　A2に

比べて泥質であり，かつ基質の量が多い．本相の特徴は，

上方に細粒化する小規模堆積サイクルを示すことで，サ

イクル下部は厚さ2－5mの礫岩，その上位は1m前後の

粗一細粒砂岩，上部は泥岩からなる．礫岩の基底面は通常

凹凸面をもち，下位の泥岩とは同時浸食構造によって接

し，シャープである．礫岩中に泥岩の同時浸食礫を含む

ことが多い．礫岩部は一般に塊状で，ときに砂岩を挟ん

で複合成層することがある．礫岩の上位の砂岩は粗粒一中

粒から上部に細粒になり泥岩に漸移する．細粒砂岩は泥

質な場合もある．泥岩は厚さ1一数m，ときに10m以上

で，数10cm－l　mの単位で弱い成層面を持つ．一般には

葉理に乏しく，塊状である．泥岩部の中では，一般に下

部ほど砂質で粗く，上部ほど細粒の泥岩の比率が高い．

本相はFacies　A2に隣接して存在する．

　FaciesC
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　庵谷峠礫岩部層（柱状図1）と南俣谷礫岩部層（柱状図2から5）の詳細な地質柱状図

　柱状図左側の数字は基質に対する礫の割合．Gm，Gms，FmはMia11（1978）による堆積相区分．柱状図作成ルートは第4図に示し

　た．

　岩相の凡例

　1：斜交層理，2＝泥岩の偽礫，3：珪長質凝灰岩，4＝泥岩，5：砂質シルト岩，6：泥質砂岩，7：細一中粒砂岩，8：粗一極粗粒砂岩，

　9：礫質砂岩，10：中礫礫岩，11：大礫礫岩

Fig．8Detailed　columnar　sections　of　the　Ioridanitoge　Conglomerate　Member（section　l）and　the　Minamimatada－

　　　ni　Conglomerate　Member（sections2to5）．

　　・Number　on　the！eft　side　of　each　column　indicates　percentage　of　grave1（clast）versus　matrix．Gm，Gms

　　　and　Fm　refer　to　the　classification　of　facies　according　to　Mia11（1978）．The　routes　o｛the　columnar　sec－

　　　tions　are　shown　in　Fig．4．

　　　1＝cross　bedding，2：intraclast　of　mudstone．3：felsic　tuff，4＝mudstone，5：sandy　siltstone，6：muddy

　　　sandstone，7：fine－to　medium－grained　sandstone，8＝coarse－to　very　coarse－grained　sandstone，9：pebbly

　　　sandstone，10：pebble　conglomerate，11．cobble　conglomerate、

　厚層理粗粒砂岩一礫質粗粒砂岩．中俣乗越砂岩が代表

的であり（第6図の1の40－340m部分），和佐府砂岩泥

岩部層にも見られる．ときどき優白質細粒花闘岩及び珪

長岩の礫を含む．泥質岩は非常に少ない．一見塊状に見

えるが厚層理の成層を示すことが多い（図版mのA）．砂

岩の粒度変化（極粗粒一粗粒一中粒）が顕著で，薄層理一中

層理の成層を示すことも少なくない（図版IIIのB）』一般

的には塊状で無構造であるが，トラフ型が卓越する斜交

層理（図版VのB）及び水平層理が明瞭に認められる部

分もある．単調な長石質アレナイトの厚層からなるこの

相では，垂直的な粒度変化があまり顕著でないが，厚さ

数一15mの単位で，細粒砂岩または泥質細粒砂岩の薄層

をはさむ．この単位の厚さを堆積出ニットとみなすこと

ができる．また，砂岩の岩質はFacies　Dと酷似する．

　Facies　D

　粗粒砂岩と泥岩の極厚層理互層．赤岩亜層群の和佐府

砂岩泥岩部層に代表的に発達する（第9図，図版IVの

A）．他に石徹白亜層群庵谷峠礫岩部層の上部（猪谷互層

相当）が場所によってはこの相を示す．厚さ2－8mの粗

粒砂岩（ときに礫質）とほぼ同量の泥岩が，砂岩を下半

部とする上方細粒化型小規模堆積サイクルを形成する

（図版IVのB）．砂岩部の底面は同時浸食構造を持ち，多
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第9図　和佐府砂岩泥岩部層の詳細な地質柱状図

　　　凡例は第8図．柱状図作成ルートは第4図に示した．

Fig．9Detailed　columnar　sections　of　the　Wasabu　Sandstone－Mudstone　Member．

　　　Legend　as　same　as　in　Fig．8．The　route　of　the　columnar　section　is　shown　in　Fig．4．

くの場合基底部に礫を含みlag状を呈する．砂岩部は主

体が粗粒砂岩で上方に中粒，さらに細粒砂岩へと漸次細

粒化を示す．砂粒の淘汰は余りよくない．一般に斜交層

理（平板型一トラフ型）がよく発達する．砂岩部の最上部

の細粒砂岩は泥質のこともあって，サイクル上半部の泥

岩に漸移する．砂岩部の中で急激な粒度変化を伴って複

合成層することもある．サイクル上半部の泥岩部は砂質

泥岩を約半分含み，1－10cm位の厚さの細粒砂岩薄層を

ときどき挟む．稀ではあるがイプシロン型斜交成層

（Allen，1963）も認められる．

　Facies　E

　本地域の手取層群は粗粒砕屑物が圧倒的に優勢であ

り，泥質岩の量は少ない．泥質岩はFacies　A．B．C，D

にも従属的に伴うが，それ自身まとまった厚さをなす場

合を本相とする．砂岩薄層の挟み具合いから，次の2つ

の亜相が識別される．

　Faeies　E・塊状の泥岩で，南俣谷礫岩部層上部にみ

られる．均質な黄灰色（風化色）泥岩からなり，数10cm

から1m，ときに数cmの間隔で弱く成層し，内部は

塊状無構造のことが多い．成層面に沿ってときどき粘土

岩をフィルム状に挟在する．砂粒を少量混ずる淘汰不良

の砂質泥岩や中一細粒砂岩薄層をごく少量挟む部分もあ

る．局所的に植物化石をかなり豊富に含有する．層相や

層厚の側方変化は著しく，泥岩全般が粗くなって，砂質

泥岩が多くなったり砂岩や礫岩を挟んだりする．

　Eacies　E2泥岩優勢相で，砂岩薄層を頻繁に挟む泥

岩（agitated　mud，図版VのA）からなる堆積相である．

南俣谷礫岩部層中に局所的（北ノ俣岳付近）に見られる

堆積相で和佐府砂岩泥岩部層にも少量挟まれる．北ノ俣

岳山頂付近の本相の泥質岩は緑灰色で珪質・堅固な部分
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もある．本相中には副次的に厚さ数mの優白色粗粒長

石質アレナイトを挟んでいる．

　砂岩薄層は細粒，一部中粒で，厚さ1－20cmで泥岩と

薄層理互層をなす．砂岩には平行葉理及び斜交葉理がよ

く発達する．泥質岩においても葉理が縞状によく発達し

た葉理砂質泥岩も見られる．

　5．2堆積環境
　手取層群の模式地を含め，本地域より西側に広く分布

する同層群のうち，石徹白・赤岩両亜層群については陸

生恐竜化石や立木樹幹化石などが多数見いだされており

（石川県教育委員会，1978など），従来より陸成層である

ことが知られている．岡本（1985）は本地域北方の常願

寺流域の手取層群が扇状地一河川堆積物など陸上環境起

源であることを明らかにしているが，詳しい報告はまだ

されていない．

　本地域においても，石徹白・赤岩両亜層群について次

の諸点から陸成層であると判断される．1）海生生物化石

を欠き，陸上植物化石を多産する．2）本邦の浅海成泥質

岩に非常に多い硫黄または黄鉄鉱に富んだ海成泥質岩

（例えば市原・市原，1971；Takizawa，1985）が認めら

れない．3）礫岩を多量に含み，巨礫を多く含んだり（石

徹白亜層群），礫（特に火山岩礫）の円磨度が不良である．

4）礫岩の成層状態は世界各地で報告されている扇状地ま

たは網状河川堆積物と類似点が多い．5）砂岩優勢の岩相

において河川堆積物によく知られている上方細粒化型小

堆積サイクル（Allen，1970）がしばしば認められる．

　礫岩に富む陸成層としては，扇状地一河川堆積物の可

能性が高い．この点に留意し，さらに，現世及び地質時代

の扇状地及び網状河川堆積物に関する知見（Williams

and　Rust，1969；McGowen　and　Groat，19711Miall，

1977，19781Heward，19781Rust，19781Brookfield，

1980）などを参考にして前項に区分，記述した各堆積相

について，堆積環境を考察してみる．

　Facies　A。は淘汰不良の基質支持の礫岩であることか

ら泥流（mud　flow）あるいは土石流（debris　flow）と

いった堆積物重力流起源であると推定される．基質には

当時後背地に降積しでいたであろう珪長質火山灰が混入

したと推察され，火山灰の含有率の高い場合は泥流にち

かい堆積物となったであろう．

　Facies　A・は不整合面を基底面とする厚層で，起伏に

富む基盤の凹地を埋積している．300m以上もの厚層で，

巨礫を含むことを考慮すると，本相は山間盆地の山麓型

扇状地を起源とするであろう．巨礫を運搬可能な流れと

しては，供給源に近い強い洪水流（stream　flood：Broo－

kfield，1980）が想定される．石徹白亜層群の本相の礫は

礫径が大きいにも拘らず円磨度が高い．それは礫の大部

分を占める花嵐岩が，運搬過程において他の岩石と比較

して円磨され易い岩石的性質のためである，本地域の石

徹白亜層群には数10cm大の巨礫（亜角一亜円礫）が多量

に混じることから，扇状地でも供給源に近い扇状地中部

のより上流側の堆積場を想定すべきであろう．この地域

では基盤の船津花崩岩はかなり起伏に富んだ形をなして

分布することからみて，山麓部での堆積を示唆する．

　Facies　A2は円磨度の低い礫を多量に含み，かつ淘汰

が普通からやや不良な程度で部分的に良好という変化に

富む特徴から，扇状地における比較的勾配のある河川流

路に形成され，勾配の方向に縦に伸びた礫州（10ngitudi・

nal　gravel　bar：McGowen　and　Groat，1971）の堆積

物を主体とするであろう．運搬はもっぱら洪水時に限ら

れたと推定される．少量ではあるが，泥質砂岩の基質を

もったやや不淘汰な礫岩（Facies　A。）を伴うこと，礫径

もそれ程大きくなく砂岩の挟有量が少ないことから，

Mial1（1977，1978）の網状河川の分類の内SCOTTタイ

プに類似し，扇状地中部（mid　fan）起源と推定される．

　Facies　Bの礫岩の特徴は，本来下流域での堆積を示唆

する泥質岩岩と交互していること，一方では礫の大きさ

はFacies　A2と変わらないか，むしろ大きめであること

である．また，頁岩が多い割に砂岩が余り多くないこと

から，Facies　Bの堆積場はFacies　A2に比べて後背地

により近いか同程度と言うことになる．しかし，扇状地

内部に厚さ数m規模の泥質岩を繰り返し堆積し得るよ

うな堆積場を考えることは難しい．堆積相の垂直的な関

係やFacies　Bの礫岩が比較的基質の多い土石流的要素

を持つことを考慮すると，扇状地の側方に存在したであ

ろう凹地，すなわち隣接する他の扇状地との間の凹地

（interfan）に面した扇状地側方周縁部のうち比較的山麓

に近い堆積場（interlobe：例えばMcGowen　and　Groat，

1971参照）が想定される．

　Facies　Cの砂岩は大部分花歯岩質物質を起源として

おり，泥質岩が僅少であること，またFacies　Dの砂岩

と酷似することなどを考慮すると，ある程度勾配があっ

てかつ広がりのある堆積場という条件を満たさなければ

ならない．このような場としては扇状地の外縁部（distaI

fan）が有力である．Mia11（1978）のPLATTAタイプ

に比較される．ときどき礫質砂岩もしくはFacies　A2と

同様な礫岩を挟むことからも扇状地外縁部という堆積場

が適合する．そこではもっぱら網状河川流路沿いの流路

砂州として粗粒砂が堆積したと考えられる．流路は短命

で常にぞの位置を変え，広い扇状地末端部に砂を散布す

るように沈積させたと推察される．
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　Facies　DはAllen（1970）や滝沢（1976）が報告して

いる蛇行河川に起源する上方細粒化型堆積サイクルと酷

似する．すなわち粗粒砂岩は蛇行河川における流路埋積

及び突州（point　bar）の堆積物であり，細粒砂岩は突州

の浅瀬一自然堤防の堆積物を，サイクル上半部の頁岩は河

川流路の側方に広く存在した沖積氾濫原の堆積物と考え

られる．上方細粒化は流速が漸次減少したことを示し，

流路の連続的な側方移動の結果と解釈される．したがっ

て，Facies　Dは蛇行河川が漸次流路を側方に移動する

ことによって形成された側方付加型の堆積物である．

　Facies　El、の泥岩は比較的細粒の厚い泥質堆積物であ

り，かなり静穏な湖沼域での堆積が示唆される．100m

近い厚層で，しかも均質でより細粒の泥質物は山問盆地

の低地に一時的に湖が形成されたことによるであろう．

扇状地と扇状地の聞に存在した山麓の凹地であったかも

しれない．赤岩亜層群堆積時には後背地において珪長質

火山活動が活発であり，火山灰が広く後背地を被覆して

いたことが想定され，比較的短期間にそれらが雨水によ

って山麓の凹地に運搬されて大量の泥質物として堆積し

たと考えられる．

　Facies　E2は泥質物質が沈積するような静穏な水域

でありながら，ときどき水流作用があって砂質物質が流

入するような水域である．分布域も狭く，厚さもそれほ

どないことから，扇状地が形成される前の凹地に一時的

に生じた池沼地または短命な湖で河川の影響を受けた環

境が示唆される．

　次に堆積相の垂直的変化に目を向けてみる．

　石徹白亜層群では

　Facies　A1→Facies　C→Facies　D

　　　　　　　　　　　　　　（北西部及び南部）

　Facies　A1→Facies　C（東部）

の垂直的変化を示す．これは扇状地中部での堆積に始ま

り，その後次第に下流域の沖積低平地へと環境が推移し

たことを示す．扇状地頂部のような堆積盆周辺部（山麓

部）での堆積物は残されていない．中俣乗越砂岩堆積時

の後半から後背地での火山活動が始まった．

　赤岩亜層群では

　　Facies　A2→Facies　B→Facies　E1→Facies　D

　　　　　　→Facies　A2　　　　　　　　　　（北部）

　　Facies　E2→Facies　A2→Facies　B→Facies　E1

　　　　　　（→Facies　D）　　　　　　　（南部）

の垂直変化を示す．この時期には後背山地の隆起運動が

盛んとなり，南俣谷礫岩が堆積した．全体として扇状地

の中流部→扇状地側方部→盆地底での湖沼→沖積氾濫原

（蛇行河川）を経て最後に再び扇状地化したと見なされ

る．

6．後背地解析

　6．1研究方法
　礫種構成の測定は，露頭にて肉眼鑑定による方法と，

偏光顕微鏡下での鑑定による方法とを併用した．前者の

方法は，露頭で任意の直線をとり，その線上の礫種を記

録した．庵谷峠礫岩部層については1地点（第2図のC

地点）150個，南俣谷礫岩部層については2地点（第2図

のA，B地点）でそれぞれ100個測定した．後者の方法

は，中礫以下の礫岩を採取し，1試料につき数枚の薄片を

作製し，偏光顕微鏡下にて，2mm以上の礫を鑑定した．

多くの礫は5－10mmの大きさである．この方法は南俣

谷礫岩部層・和佐府砂岩泥岩部層及び薬師沢右俣礫岩部

層の礫岩に適用し，8試料（第2図のa－h地点）それぞれ

50個前後の礫を鑑定した．

　また，代表的な礫を，庵谷峠礫岩部層より40個（主と

してC地点より採取），南俣谷礫岩部層より20個（主と

して太郎山周辺と有峰湖東岸より採取）採取し検鏡した．

　砂岩は，合計80試料について検鏡し，そのうち本地域

に普遍的に存在する粗粒砂岩30試料について，コバルチ

亜硝酸ナトリウム溶液でカリ長石を染色し，Gazzi

（1966）及びDickinson（1970）に従い，各試料500ポイ

ント計測し，モード分析を行った．

　6．2礫種構成
　礫種構成を第10図と第11図に示した．礫種構成から

庵谷峠礫岩型・南俣谷礫岩型及び薬師沢右俣礫岩型の3

タイプの礫岩が大別される．

　庵谷峠礫岩型（第11図のC）の礫岩は，花崩岩やアプ

ライトなどの花闘岩類の礫が半分以上を占め，次いで変

成岩やマイロナイトの礫が多い．流紋岩や安山岩などの

火山岩類の礫も含まれる．この型の礫岩は庵谷峠礫岩部

層と中俣乗越砂岩部層にみられるが，中俣乗越砂岩部層

の礫岩は優白質花闘岩やマイロナイトが優勢である．

　南俣谷礫岩型（第10図のc－h，第11図のA・B）は，

珪長質火山岩類と堆積岩類の礫を特徴とする．流紋岩・

珪長質凝灰岩・頁岩・砂岩及び花嵐岩の礫を主とし，マ

イロナイト・アプライト・安山岩・結晶片岩・チャート

及びオーソコーツァイト礫もみられる．この型の礫岩は

南俣谷礫岩部層と和佐府砂岩泥岩部層にみられる．

　薬師沢右俣礫岩型（第10図のa－b）の礫岩は，チャー

ト・細粒多結晶石英・珪長質凝灰岩・流紋岩及び安山岩

の礫を主とし，石質ワッケや結晶片岩を伴う。この型の

礫岩は薬師沢右俣礫岩部層にみられるが，和佐府砂岩泥

岩部層にもこの型の要素を含む礫岩層がある（第10図の
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第10図

Fig．10

顕微鏡下での観察による手取層群の礫岩の礫組成

試料採取地点は第2図に示した．pq：多結晶石英，ch：チャート，sh：頁岩，ss：砂岩・oq：オーソコーツァイト，

sc：結晶片岩，gr：花南岩，my：マイロナイト，tf：凝灰岩，av＝珪長質火山岩類，iv：中間質火山岩類．

Gravel　compositfon　of　conglomerates　of　the　Tetori　Group　by　microscopic　observations．

Localities　of　the　samples　are　shown　in　Fig．2．pq＝poly　quartz　rock，ch：chert，sh：

shale，ss：sand母one，oq：orthoquartzite，sc：schist，gr：granite，my：mylonite，tf　l　tuff，

av＝felsic　volca垣c　rocks，iv二intermediate　volcanic　rocks．
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第11図

Fig．11

露頭での肉眼鑑定による手取層群の礫岩の礫組成

試料採取地点は第2図に示した．ss：砂岩，gr：花崩岩，ap：アプライト，mt：変成岩類（マイロナイトを含む），

tf：凝灰岩・av：珪長質火山岩類，iv：中間質火山岩類，ot：そのほか．

Gravel　composition　of　conglomerates　of　the　Tetori　Group　by　field　observations．

Localities　of　the　samples　are　shown　in　Fig。2．ss：sandstone，gr：granite，ap：apIite，mt：

metamorphic　rocks　including　mylonite，tf＝tuff，av二felsic　volcanic　rocks，iv：intermediate

volcanic　rocks，　ot：others．
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c－d）．

　6．3礫の特徴
　花醐岩類の多くは花闘閃緑岩で，ついでアダメロ岩で

ある．まれにトーナル岩や花嵐岩がみられる．多くは中

粒花闇岩類で，ほとんどの石英や長石類に波動消光が認

められる．また大部分の斜長石はセリサイト化を受けて

いるが，石英とカリ長石は新鮮である．有色鉱物は，緑

泥石，緑泥石化した黒雲母，接触熱変成作用によって二

次的に形成された白雲母である．重鉱物として，ジルコ

ンと燐灰石が含まれる．アプライトの鉱物的特徴も同様

である．

　変成岩類は，石徹白亜層群庵谷峠礫岩部層において片

麻岩類，赤岩亜層群において結晶片岩類が少量認められ

た．

　庵谷峠礫岩部層では，方解石一緑泥石一カリ長石一斜長

石一石英片麻岩が複数個みられ，緑泥石一白雲母一斜長石一

石英片岩も認められた．前者は，肉眼では，角閃石片麻

岩の様にみえる．斜長石は著しくセリサイト化している．

またひし形の不透明鉱物が多く含まれ，一部リューコキ

シンになっている．燐灰石も多く含まれている．後者は，

灰緑色片岩で，濃緑色の斑状変晶様のものがある．この

斑状変晶にみえるものは，緑泥石と白雲母が比較的多い

部分で，これらの鉱物の定向配列の方向は，この岩石の

片理面と斜交する．不透明鉱物・リューコキシン及び燐

灰石が含まれる．珪線石・紅柱石・十字石及びザクロ石

などの変成鉱物を含む変成岩は認められなかった．

　赤岩亜層群では，セリサイトー石英片岩（図版VIのC），

黒雲母一斜長石一石英片岩，含ザクロ石片岩（図版VIのD）

がみられる．含ザクロ石片岩はザクロ石・黒雲母・斜長

石及び石英からなる．ザクロ石は接触熱変成作用によっ

て部分的に黒雲母に置き換えられているが，その形態か

ら，本来最大0．8mmの自形結晶をなしていたと推察さ

れる．さらに，ザクロ石に比べて他の石英や斜長石など

はかなり細粒であることから，高P／丁型の変成作用に

よって形成された結晶片岩であると考えられる．

　マイロナイト及び圧砕岩類は，P一マイロナイト（Poト

phyroclastic　mylonite）・F一マイロナイト（Flinty

mylonite）（高木，1982）・眼球片麻岩・カタクラスティ

ックあるいはマイロニティックな片麻岩及び片麻状アプ

ライトなどである．再結晶化してより粗粒なものもある．

　P一マイ白ナイトとF一マイロナイトは，1mm－1cmの

カリ長石や斜長石のポーフィロクラストがみられ，基質

は石英・斜長石・緑泥石及びセリサイトからなる（図版

VIのA）．また，これら鉱物が作る面構造に平行に，基質

鉱物より粗粒の石英が脈状に入っている．この脈状の石

英は，波動消光しない．眼球片麻岩は，最大2cmのカリ

長石のポーフィロクラストと，石英・斜長石・緑泥石及

び方解石の基質からなる．他に燐灰石・リューコキシン・

スフェン及び褐れん石を含む．石英結晶中に緑色ホルン

ブレンドの小結晶が含まれて保存されているものが認め

られることから，基質中の緑泥石と方解石の集合体は，

ホルンブレンドが変質したものと推察される．

　堆積岩類は，オーソコーツァイト，砂岩，頁岩，チャ

ートである．

　オーソコーツァイトは，赤紫色あるいは白色で，．中粒

である．長石質石英アレナイトと呼べるものもある（図

版VIのB）．程度の差はあるがほとんどのものは変成作

用を受けていて，粒間に白雲母やセリサイトが形成され

ている．褐色や青色の多色陸を示す電気石がしばしば含

・まれている．これらは数個の粒子に割れていることが多

い．

　砂岩は，石徹白亜層群では粗粒の長石質アレナイトで，

包有物を含む白雲母を含む．赤岩亜層群では細粒一中粒

の石質ワッケで，石英や斜長石の他に珪長質の火山岩や

凝灰岩の岩片が含まれる（図版VIIのB）．また，重鉱物と

してしばしばピコタイトを含む．

　頁岩は，黒色でシルト質なものと凝灰質なものがあ

る．南俣谷礫岩部層の黒色凝灰質頁岩（図版VllのC）より

二畳紀放散虫化石を産する（竹内ほか，1991）．

　チャート（図版VIIのD）は白色一灰色，まれに赤色で，

放散虫化石（多くのSupmellariaと少量のNassellaria）

を含むものがある．薬師沢右俣礫岩部層のチャート礫よ

り三畳紀の放散虫化石が，そのほかに，礫種は不明だが

礫岩より二畳紀やジュラ紀の放散虫化石が報告されてい

る（竹内ほか，1991）．問山北方地域では，おそらくチャ

ートが再結晶したと考えられる白色一灰色の多結晶石英

の礫が多くみられる．

　火山岩類としたものは，石徹白亜層群では珪長質と中

間質の半深成岩である．珪長質のものは，灰緑色の花南

斑岩，文象斑岩などで，斜長石・石英・白雲母及び緑泥

石からなり，カリ長石は含まないか，少量で，完晶質で

ある．中間質のものは，灰緑色一濃緑色の安山岩，細粒閃

緑岩で，完晶質で，斜長石・緑泥石及び少量の石英から

なり，針状の燐灰石・不透明鉱物及びリューコキシンを

含む．

　赤岩亜層群にみられる火山岩類の礫は，流紋岩・珪長

岩・文象斑岩・安山岩及び珪長質凝灰岩などである．珪

長質凝灰岩は，白色一灰色・灰緑色・灰桃色などで，しば

しば葉理が認められる．珪長質凝灰岩中には粗粒砂サイ

ズの石英や斜長石片を含むものや（図版VIlのA），微粒子
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の集合体で放散虫化石を含むものがある．

6．4砂岩組成
砂岩は，灰緑色一白色で，粗粒砂岩が多い．これら砂岩

の鉱物組成を第12図に示した．ほとんどのものは，岩片

を10％前後含む長石質アレナイトであるが，赤岩亜層群

の砂岩は石徹白亜層群の砂岩より若干石英の割合が多

い．岩片は，ミルメカイトや微文象構造をもつ岩片及び

珪長質火山岩である．重鉱物は少なく，褐色の電気石，

ジルコンがみられる．上位層準ほど岩片が多くなり，薬

師沢右俣礫岩部層の砂岩中の岩片はチャートが多く，流

紋岩や安山岩が含まれる．他層準ではみられなかったザ

クロ石も含む．また，庵谷峠礫岩層や中俣乗越砂岩層の

砂岩は局所的に白雲母を多量に含む．この白雲母は微細

な包有物を含んでいる．

　この砂岩組成は礫岩組成の変化とも調和的である．っ

まり，石徹白亜層群の砂岩は，Qm－P－Kダイアグラム

（第12図）にみられるように，アダメロ岩から花闘閃緑

岩の領域にあたり，礫岩中の花闘岩類の種類と矛盾しな

い．これに対して，赤岩亜層群の砂岩は石英が増加し，

砂岩や珪長質火山岩に由来するより多くの石英の供給が

考えられる．

　九頭竜川地域の石徹白亜層群の砂岩（脇田，1983）と

比較すると，九頭竜地域の砂岩は石英（Qt）が本地域の

砂岩より10－20％多い．この相違は，変成岩岩片が含ま

れる（脇田，私信）ことや多結晶石英岩片が多いこと（Qp／

Qtの平均が九頭竜川地域で17．2％に対して，本地域で

は5．8％）から，変成岩起源の石英が多いためと推察さ

れる．このことは，九頭竜川地域の手取層群の基盤に変

成岩が広く分布していることと調和的である．また赤岩

亜層群の砂岩は九頭竜川地域より本地域のものが若干岩

片を多く含むが，石徹白亜層群の両地域の砂岩間の相違

ほど大きくはない．

　6．5古流系
　第13図に斜交層理及び礫のインブリケーションによ

る古流向を示す．測定数は多くはないが，当時の河川流

は大局的に西から東で，砕屑物の粒度や堆積相の側方変

化を考慮すると，南北両側からの側方供給河川系が存在

した可能性が強い．なお，方位は現在の位置での方位で

表す．

　庵谷峠礫岩部層における最大礫径群の変化をみると有

峰湖の東側から北方にかけて最大であり（第14図の

A），かつ礫岩層はより厚くなっている．古流向（斜交層

理）は3つしか得ていないが北から南を示す．このほか

に数例観察されたインブリケーションも北から南の流れ

を示唆する。現在の神通川沿いから東側の黒部川流域に

Q量

．鳶◎
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團　5
‘こフ6
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・1験凱

團　㊦圏

L

P
第12図

K
薬師岳地域の手取層群の砂岩の鉱物組成

Qt：全石英，F＝長石，L：岩片，Qm：単結晶石英，P二斜

長石，K：カリ長石，以上Dichnson（1970）による区分

1：薬師沢右俣礫岩部層，2：和佐府砂岩泥岩部層，3：南俣

谷礫岩部層，4：中俣乗越砂岩部層，5：庵谷峠礫岩部層，6

－7：九頭竜川地域の手取層群の砂岩（脇田，1983），6：赤岩

亜層群，7：石徹白亜層群．

Fig．12　Qt－F－L　and　Qm－P－K　diasgrams　for　sandstones

　　　from　the　Tetori　Group　in　the　Yakushi　Dake

　　　area．
　　　Qt＝total　quartz，F：feldspar，L：Iithic　frag－

　　　ment，Qm：monocrystaline　quartz，P：Plagio－

　　　clase，K：potassium　feldspar，by　Dickhlson
　　　（1970）．

　　　1：Yakushizawamigimata　Conglomerate　Mem－
　　　ber，2：Wasabu　Sandstone－Mudstone　Member，

　　　3：Minamimatadani　Conglomerate　Member，

　　　4：Nakanomatanokkoshi　Sandstone　Member，

　　　5：Ioridanitoge　Conglomerate　Member，6－7＝

　　　sandstone　from　the　Tetori　Group　in　the　Kuzu－

　　　ryu　Gawa　area（Wakita，1983），6：Akaiwa

　　　Subgroup，　7：Itoshiro　Subgroup．
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第13図　薬師岳地域の手取層群の古流向

　　　A：石徹白亜層群．破線の矢印：庵谷峠礫岩部層中の斜交

　　　　層理，実線の矢印：中俣乗越砂岩部層中の斜交層理．

　　　B＝赤岩亜層群．太破線の矢印：南俣谷礫岩部層の斜交層

　　　　理，細破線の矢印：南俣谷礫岩部層中の礫のインブリ

　　　　ケーション，実線の矢印：和佐府砂岩泥岩部層の砂岩

　　　　の斜交層理．
Fig．13　Pa王eocurrents　in　the　Tetori　Group　in　the　Ya－

　　　kushi　Dake　area．

　　　A＝ltoshiroSubgroup．Brokenline：crossbed－

　　　　ding　in　the　Ioridanitoge　Conglomerate
　　　　Member，solid　line：cross　bedding　in　the

　　　　Nakanomatanokkoshi　Sandstone　Member．

　　　B：Akaiwa　Subgr6up．Broken　bold　line：cross

　　　　bedding　in　the　Minamimatadani　Conglom・

　　　　erate　Member，Broken　fine　line＝imbrica－

　　　　tion　in　the　Minamimata　Conglomerate
　　　　Member，solid　line＝cross　bedding　in　the

　　　　Wasabu　Sandstone－Mudstone　Member．

至る手取層群の広い分布地域と層相の側方変化の傾向を

見ると，少なくとも後背山地の一つは堆積盆地の北側に

あったと考えるのが妥当であろう．ちなみに岡本（1985）

による常願寺川流域の手取層群の古流向は北から南ない

し北西から南東が支配的である．

　一方，中俣乗越砂岩部層は，真川上流域にホルスト状

に露出する船津花嵐岩類の東側にしか分布せず，しかも

分布の南西側で礫岩に富み，北東側では礫を殆ど含まな

くなる．したがって，中俣乗越砂岩は本地域の南西側か

らの（側方的？）供給と推察できる’（第14図のA）．同

部層中に珪長質火山岩礫を含むのは分布域の南部だけで

あり，そこでは珪長質凝灰岩の挟みが最も多いなど，南

方からの供給という推論を支持する．

　次に南俣谷礫岩部層については，古流向データは局所

的に少数得られたのみである．第13図のBで示した北

東から南西ないし東から西の古流向の一部は，流れの方

向にのびた礫州（longitudinal　gravel　bar）の側方移動

に伴って形成された可能性がある．したがって，河川の

流れの方向はこれと直交する方向，すなわち北西から南

東ないし北から南あるいはその逆の方向ということにな

る．一方，礫のインブリケーションや一部の斜交層理に

は東から西の流向が認められる．そこで礫径や礫種組成

の側方変化から供給方向を推論してみる．

　礫径については，本地域の西側に隣接する有峰湖周辺

地域（大村，1973）の方が，本地域内のものよりやや大き

めの礫を含んでいる．本地域内では有意な差異は認め難

い．但し，より供給源に近い堆積物を示唆するFacies

A・の礫岩は中央部の太郎平周辺で多く認められる．礫種

組成では南部の中俣乗越一北ノ俣岳付近では珪長質火山

岩礫の含有率が非常に高く，円磨度も低い，火山岩礫が

しばしば礫構成の80％以上を占める部分もある．これに

対し，中央部の太郎平付近では，砂岩・頁岩・花歯岩・

凝灰岩及びオーソコーツァイトなど，花嵐岩以外の礫を

より多く含んでいる．南俣谷礫岩部層における火山岩の

礫は南方ほど含有率が高く，円磨度が低い．前田・武南

（1957a，b）及びTakenami　and　Maeda（1959）によれ

ばチャートや粘板岩など“古生層”の礫は，有峰湖より

南西方で含有率の高いことが指摘されている．南俣谷礫

岩部層に相当する南俣谷礫岩層（河合・野沢，1958）は，

有峰湖付近で礫径が最も大きく，それより西方では小さ

くなっているようである．

　以上のことから南俣谷礫岩部層の主要な供給源は，有

峰湖周辺の南方，本地域の南西方にあって，珪長質火山

岩からなる後背地は本地域の南方にも存在したと考える

（第14図のB）．
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第M図 薬師岳地域の手取層群の堆積過程
1：庵谷峠礫岩部層の最大礫径，2：花南岩質砕屑物を供給

する扇状地・3：中俣乗越砂岩部層の花南岩質砕屑物を供給

する扇状地，4a：主として頁岩，砂岩，結晶片岩などの砕

屑物を供給する扇状地，▼4b：主として珪長質火山岩の砕屑

物を供給する扇状地，5：氾濫原性湖または湿地，6：和佐府

砂岩泥岩部層の堆積域．

Fig．14　Depositional　process　of　the　Tetori　Group　in

　　　the　Yakushi　Dake　area．

　　　11maximum　grave1＄ize　of　the　Ioridanitoge

　　　Conglomerate　Member，2：fan　mainly　supply－

　　　ing　granitic　materia1，．3：fan　supPlying　granitic

　　　material　of　the　Nakanomatanokkoshi　Sand－

　　　stone　Member，4a：fan　supplying　detritus
　　　mainly　of　shale，sandstone　and　crystalline

　　　schist，4b：fan　supplying　detritus　mainly　of

　　　felsic　volcanic　rocks，5：ephemeral　lake　or

　　　marsh，6：depositional　area　of　the　Wasabu

　　　Sandstone－Mudstone　Member．

　和佐府砂岩泥岩部層の古流向は大局的には西から東を

示す．NW－SEとSW－NE方向の間のデータのばらつき

や堆積相から推定すると，本部層堆積時には堆積盆の南

側にあった扇状地は後退して，西から東に流下する蛇行

河川が優勢であったと考えられる．また堆積盆の勾配は

緩く，氾濫原が広がり，時には南側（あるいは北側から

も）から粗粒砕屑物が供給されることもあった（第14図

のC）．

　薬師沢右俣礫岩部層については古流向を示すデータは

得られなかった．竹内ほか（1991）は，チャート礫を含

む礫岩は手取層群全体において飛騨・宇奈月帯の縁辺部

や飛騨外縁帯に分布することから，少なくとも北西（当

時の内陸部）から供給されたものでないと推定している．

　6．6供給源
　庵谷峠礫岩部層の礫の大半を占める花南岩礫は船津花

嵩岩類に類似し，それらを貫くアプライト起源の礫も多
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い．また，マイロナイトや眼球片麻岩の礫は，これら花

歯岩類と飛騨変成岩類を原岩として，飛騨帯周縁部や内

部に発達しているせん断帯の岩石（加納，1973，1975；

野沢ほか，1975，1981）に由来すると考えられる．これ

らのマイロナイトや眼球片麻岩は，手取層群堆積前の古

期船津花商岩へい入後，新期船津花南岩へい入前の右横

ずれ運動によって形成され（小松ほか，1987），本地域北

側に広く分布しており，礫径分布から推定される供給源

と矛盾しない．

珪長質火山岩礫は手取層群下部から上部まで存在する

が（前田，1958a，1959），現在までのところ，その起源

となるような火山岩類の分布は，飛騨帯や宇奈月帯及び

飛騨外縁帯にはみられない．野沢（1979）は，船津花嵐

岩に伴ったsynplutonic　dikeなどかへ船津花歯岩が

大規模な火山作用を伴った可能性を指摘している．また，

山田・滝沢（1981）は来馬層群の砂岩中に多量の珪長質一

中間質の火山岩片を認め，三畳紀ごろに火山活動があっ

たことを推定している．当地域の本部層中の珪長質火山

岩類の礫もこれらを起源とするのだろう．

　中俣乗越砂岩部層の砕屑物は大部分が長石質アレナイ

トであり，前項で述べたように南西部に分布する船津花

嵐岩類を起源とする可能性が高い．

　南俣谷礫岩部層の礫岩を構成する各種の礫のうち，二

畳紀放散虫化石を含む頁岩礫は飛騨外縁帯に由来すると

推定される（竹内ほか，1991）．変成岩類も飛騨変成岩類

に由来するものは極めて少なく，結晶片岩類がしばしば

みられ，飛騨外縁帯起源のものであろう．これらは，既

述のように南方からの供給と考えられる．

　一方，手取川地域の赤岩亜層群のオーソコーツァイト

礫は，468－555MaのK－Ar年代を示し（Shibata，1979），

当時飛騨帯と共に大陸を形成していた中国や朝鮮半島の

先カンブリア系起源と考えられている（徳岡・大上，

1979；Shibata，1979）．本地域のオーソコーツァイト礫

から放射年代は得られていないが，手取川地域のものと

同様な起源であろう．

　これら遠方から運搬されてきた物質に対し，珪長質の

火山岩や凝灰岩礫は円磨度が低いことから，堆積盆から

比較的近い後背地（飛騨帯内）から供給されたことが推

察される．

　和佐府砂岩泥岩部層に時々挟まれる礫岩の礫種構成か

らみた供給源は，南俣谷礫岩部層の供給源とほとんど変・，

化はなく，珪長質の火山岩や凝灰岩が多く含まれるが，

砂岩組成には，それらは強く反映せず，若干岩片や石英

が増加するにすぎない．このことは，砂岩の主供給源は

本地域の西ないし北西側の飛騨帯にあって，珪長質火山

岩類の礫は本地域周辺に比較的近い位置にあった側方供

給源であったからであろう．

本部層上部になると，次第にチャートや変成チャート

と思われる多結晶石英の礫が含まれるようになる．これ

は，次に述べる薬師沢右俣礫岩部層堆積時に盛んになっ

た美濃帯あるいはその延長地帯からの供給の先駆的なも

のと推察される．

薬師沢右俣礫岩部層の礫岩中の礫種は，チャート・珪

質頁岩・珪長質及び中間質の火山岩や凝灰岩が多く，少

量の結晶片岩や石質ワッケを含む．竹内ほか（1991）は，

本部層の礫岩より，二畳紀，三畳紀，ジュラ紀の放散虫

化石を報告し，チャートや珪質頁岩の礫は，美濃帯ある

いはその延長地帯からなるジュラ紀堆積岩コンプレック

スに由来すると考えた．

7．古地理の変遷

薬師岳周辺地域の手取層群の解析結果に加えて，手取

層群全体の堆積相と砕屑物の変化を検討し，それらから

推察される手取層群の古地理について考察する．

7．1九頭竜期
九頭竜川地域では当時東西方向の断層群が存在し，地

域的な基盤岩類の運動の相違により，層厚の変化や無堆

積状態の地域が生じたことが指摘されており，九頭竜亜

層群は大陸縁辺部の飛騨帯・宇奈月帯の南縁部に形成さ

れた狭長な構造盆地に堆積したと推定される（前田，

1961a；山田ほか．1989）（第15図のA）．

中期ジュラ紀ごろ九頭竜川地域の北部から庄川地域に

かけて淡水性の粗粒堆積物が堆積し始め，庄川地域で

は，細長く入りくんだ河口付近の堆積環境が推定されて

いる（公文・加納，1991）．砕屑物は花嵩岩・片麻岩・

晶質石灰岩・頁岩・砂岩・珪質岩などの礫を含み（河合

ほか，19571前田，1961bl山田ほか，i989），このうち

花嵩岩・片麻岩・晶質石灰岩は，飛騨帯あるいはその延

長をなしていたと推定される大陸に由来すると考えられ

る．一方，頁岩・砂岩・珪質岩などの堆積岩類は，宇奈

月帯の弱変成岩に由来する可能性がある．

中期ジュラ紀のカロビアンにはこれらの地域に海水が

進入し，三角州から浅海域となった（公文・加納，1991）．

堆積盆は九頭竜川地域の南部にも広がり，宇奈月帯の弱

変成岩と考えられる石炭紀石灰岩（塚野，1969）や含ク

ロリトイド片岩を不整合に覆い（前田，1961Cl金属鉱物

探鉱促進事業団，19731山田ほか，1989），基底にはそれ

ら基盤岩に由来する粘板岩・砂岩・珪質岩・石灰岩・緑

色岩などの礫が含まれ，花歯岩類は含まれない（山田ほ

カ〉，　1989）．
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第15図　手取層群の堆積過程

　　　gr：主として花闘岩・片麻岩礫を伴う砕屑物，vo1：主とし

　　　て珪長質火山岩礫を伴う砕屑物，ch：主としてチャート礫

　　　を伴う砕屑物，sh：主として頁岩・砂岩を伴う砕屑物，oq：

　　　主としてオーソコーツァイト礫を伴う砕屑物．

Fig．15　Depositional　process　o｛the　Tetori　Group．

　　　gr二（1etritus　mainly　with　granite　an（1gneiss

　　　gravels，vo1：detritus　mainly　with　felsic　vo1－

　　　canic　rock　grave1，ch＝detritus　mainly　with

　　　chert　grave1，sh：detritus　mainly　with　shale

　　　an（1sandstone　gravels，oq：（1etritus　mainly

　　　with　orthoquartzite　grave1．

　後期ジュラ紀のオックスフォーディアンには，海域は

東部の神通川・常願寺川地域に広がり，九頭竜地域では

西方からの臨海扇状地が発達していた（山田ほか，

1989）．礫岩には多くの花嵩岩・片麻岩礫を含み，まれに

オーソコーツァイト礫を伴うこと（河合ほか，19571前

田，1961bl山田ほか，19891公文・加納，1991），砂岩中

の砕屑性ザクロ石は泥質岩を原岩とするグラニュライト

相の変成岩に由来する（足立，1985a．b）と指摘されて

いることから，飛騨帯・宇奈月帯ないし，それらに相当

する地帯が後背地として広がっていたと推定される．礫

岩にはそのほかに珪長質火山岩・砂岩・頁岩などの礫に

加えてスピライト礫が含まれる（前田，1961b）．スピラ

イトは九頭竜川地域では飛騨外縁帯にわずかに分布する

（河合ほか，1957）ことから，おそらく飛騨外縁帯の岩石

も後背地に分布していたであろう．

　7．2石徹白期
　その後飛騨帯・宇奈月帯は一変して上昇域となり，一

且陸域となり浸食を受けた後，再び堆積場となり，石徹

白亜層群の堆積が始まった．

　この不整合は相当大きな基盤の変動を示している．石

徹白亜層群の最下部の年代の詳細は不明である．手取川

流域の石徹白亜層群の基底礫岩である五味島礫岩層の上

位に重なる桑島砂岩頁岩互層より淡水性二枚貝などの化

石が報告されており（前田，1958b；松尾・大村，1966），

前期白亜紀の前期ネオコミアンと考えられている（松本

ほか，1982）．また，同層より産する植物化石に後期ジュ

ラ紀植物群の要素を持つものがあり，ジュラ紀を一部含

むという考えもある（松尾・大村，1966）が，植物化石

による厳密な年代決定には限度がある．おそらくこの不

整合をもたらした変動は最後期ジュラ紀（前田，1961a）

であろう．

　石徹白期から赤岩期の堆積盆の性質は，手取川・九頭

竜川・庄川地域（西部地域）と神通川・常願寺川・黒部

川・黒菱山地域（東部地域）とでは異なってくる（前田，

1961a）．

　石徹白亜層群は大局的に東方ほど上流域での堆積環境

を示す（第15図のB）．東部地域では近傍の飛騨帯や宇

奈月帯の岩石を起源とする砕屑物からなる扇状地堆積物

が堆積し，常願寺川上流の折立周辺地域の北方から大き

な扇状地が発達していたと推定される．また石徹白期後

半には一部中俣乗越砂岩部層を堆積させたような南方か

らの扇状地も発達した．しかし西部地域では初期に基盤

岩類からなる礫岩が局所的に堆積したが，その後三角州

一湖沼一蛇行河川といった低平地の堆積環境となった（前

田，1961a；公文・加納，1991）．庄川地域の古流向は南

西方向を示し（公文・加納，1991），堆積相からも東方か

ら砕屑物が供給されたと推定されている（前田，1961

a）．これらのことから西部地域と東部地域は当時同じ水

系に属しており，西部地域は東部地域の大きな扇状地を

形成した河川系の下流域にあたると推察される（第15図

のB）．また逆に，これらの堆積環境から，九頭竜亜層群

堆積後の変動において東部地域が西部地域に比べてより
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上昇量が大きかったとも言える．

一方，庄川・九頭竜川地域では，チャート礫が含まれ

るようになるが（斉田，1987；公文・加納，1991），この

ようなチャートは内陸側の地質体に由来するとは考えら

れないので（竹内ほか，1991），上記の河川系とは別の河

川系によって供給されたものだろう（第15図のB）．

比較的上流域であった東部地域では，飛騨・宇奈月両

帯を構成するような岩石からなる山地があり，主として

それらの砕屑物が供給され，ジュラ紀堆積岩コンプレッ

クスや飛騨外縁帯からの砕屑物はその山地が分水嶺とな

って供給されなかったと推定される．

　一方，西部地域は低平地で，より広範囲からの河川が

流入し，ジュラ紀堆積岩コンプレックスを後背地とする

砕屑物が供給された．このことはこの時期にジュラ紀堆

積岩コンプレックスの一部が陸化し削剥されていたこと

を示す．また，この時期の西部地域に飛騨外縁帯の岩石

がほとんど供給されなかったのは，後背地の大部分がジ

ュラ紀堆積岩コンプレックスで占められ，飛騨外縁帯の

岩石はほとんど分布していなかったからと推察される．

それは既述のように九頭竜亜層群の礫としてすでに飛騨

外縁帯の岩石が含まれることから，九頭竜期から飛騨外

縁帯が浸食域にあり，石徹白期には削剥され尽くし，ジ

ュラ紀堆積岩コンプレックスが地表に露出していたか，

あるいは造構作用などの結果飛騨帯・宇奈月帯とジュラ

紀堆積岩コンプレックスの間には飛騨外縁帯の岩石はほ

とんど分布していなかったためではないだろうか．

　7．3赤岩期
　この時期は全体的に内陸側からの砕屑物の供給が卓越

し，低平地の環境となったが，東部地域と西部地域では

砕屑物の組成や堆積相がやや異なり，それぞれ異なった

堆積盆を形成していたと推察される．

　東部地域では初期に南方からの扇状地が大きく発達

し，二畳紀放散虫化石を含む頁岩・砂岩・結晶片岩・オ

ーソコーツァイトなどの飛騨外縁帯や大陸性堆積物に由

来する砕屑物が供給された（竹内ほか，1991）．また当時

活動が盛んとなった珪長質火山岩類も南方より供給され

た．一方北方からは花嵩岩類が供給されていた．その後

扇状地は衰退ししばらく西方から東方に流れる蛇行河川

による堆積場となり，花闘岩や片麻岩を起源とする砕屑

物が堆積した（第15図のC）．やがてチャート礫を多く含

む扇状地が発達するようになる（竹内ほか，1991）．

　チャート礫の供給が西部地域より遅れて始まったの

は，既述したような石徹白期における理由に加えて，赤

岩期の初期は飛騨外縁帯の岩石が山地を形成して広く分

布し，浸食域にあったために，当時の水系がジュラ紀堆

積岩コンプレックスの分布域まで及んでいなかったから

だろう．

一方西部地域では，網状一蛇行河川の堆積場で（公文・

加納，1991），厚層の砂岩が堆積した．オーソコーツァイ

ト礫を主体とする礫岩が多く，東部地域の後背地とはか

なり異なっている（石川県教育委員会，1978；公文・小

坂，1991）．特に手取川地域にオーソコーツァイト礫を

主体とした礫岩が発達している．庄川地域では古流向は

南南東方向を示すことも併せて考えると，西部地域は全

体的に北から南への河川系が発達していたと推定される

（第15図のC）．おそらく北方にはオーソコーツァイト層

や花闘岩・片麻岩からなる大陸性地殻が広く分布してい

ただろう．

　このような赤岩期の東西両地域間の堆積相や後背地の

相違から，東西両地域の間に堆積盆を分ける何らかの障

害物が形成されたと推察される（第15図のC）．

　赤岩期末期には湖沼環境が残り，赤色・緑色凝灰岩や

頁岩を形成した火山活動が活発になった（前田，1961a）．

手取層群は，薬師岳地域では106MaのK－Ar年代を示

す閃緑岩に貫入され（原山，1990），九頭竜川地域では99

MaのK－Ar年代を示す安山岩に覆われることから（棚

瀬ほか，1989），手取層群の堆積年代の上限はアプチアン

とみなされる．

8．手取層群の堆積とテクトニクス

手取層群中の礫岩に含まれる中生代の放散虫化石を含

むチャートや珪質頁岩の礫は，本来なら最も近接する美

濃地域のジュラ紀堆積岩コンプレックス（美濃帯）にそ

の起源を求めるのが妥当であろう．しかしこれには堆積

時から現在まで両者の位置関係に変化がなかったという

前提が要求される．しかしながら手取層群の堆積した飛

騨帯・宇奈月帯・飛騨外縁帯と美濃地域のジュラ紀堆積

岩コンプレックスは，現在構造的に接し，その境界部の

岩石は複数の断層で境され，複雑な造構過程を経てきた

ことが推察される．このような地質構造について，小松

ほか（1985）及び小松（1990）は，ユーラシア大陸東縁

部の白亜紀の左横ずれ断層に関係して，本来離れた地域

にあった飛騨帯・宇奈月帯がナップとして移動し，美濃

地域のジュラ紀堆積岩コンプレックスと接する際に形成

されたとしている．そこで以下において，手取層群堆積

時の両者の位置関係について，いくつかの地質学的試料

から考察を試みる．

　美濃地域のジュラ紀堆積岩コンプレックスの砕屑岩類

は一部手取層群と同時期に堆積しているが，両者の堆積

相・産出化石などは著しく異なっている．また両者の礫
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岩中には共にオーソコーツァイト礫を含むが，そこから

得られたK－Ar年代は，美濃地域のジュラ紀堆積岩コン

プレックスでは265－324Ma，手取層群では468－778Ma

（Shibata．1979）である．美濃地域では中期ジュラ紀の

礫岩，手取層群では最後期ジュラ紀（P）一前期白亜期の礫

岩からの礫であり，単純には比較できないが，明瞭な相

違が認められる．

　さらに163Maと174Maの放射年代を示す船津花嵩
岩類から得られた古地磁気学的デニタは現在と同様な中

緯度の値を示し，手取層群の基盤をなす飛騨及び宇奈月

帯は中期ジュラ紀にも現在と同様な緯度にあったと見な

されている（Hirooka6短1．，1983）．一方，美濃地域の

ジュラ紀堆積岩コンプレックスの二畳紀から後期ジュラ

紀の岩石について測定された古地磁気は，いずれも古緯

度に直すと20。以内の低緯度の値を示し（Shibuya　and

Sasajima，1980；Hattori，1982），両地帯は少なくとも

後期ジュラ紀まではある程度の距離を隔てて位置してい

たと考えられる．

　中生代の放散虫化石を産するチャートや珪質頁岩を含

むジュラ紀堆積岩コンプレックスは，東シベリアのシホ

テアリン西部からナタハタ・足尾・美濃・丹波・石垣島・

フィリピン西部を経てボルネオ西部にかけてユーラシア

大陸東縁部に断続的に分布し・ている（Mizutani，19871

磯崎・西村，19891Kojima，1989）．手取層群にチャート

礫を供給した後背地は，現在隣接している美濃地域のジ

ュラ紀堆積岩コンプレックスそのものではなく，その延

長上のこれらのジュラ紀堆積岩コンプレックスのいずれ

かの地域である可能性が高い．

　今後，ジュラ紀堆積岩コンプレックスや飛騨帯・宇奈

月帯の移動及び接合する過程を詳細に解明するために

は，九頭竜亜層群と石徹白亜層群の問の不整合や石徹白

期・赤岩期の東西両地域における後背地の相違の原因な

ど，堆積相・砕屑物組成の変化とテクトニクスとの関係

を明らかにすることが必要であろう．また手取層群と同

時代の地層について，広域的に同様な解析を行うことに

よって，中生代後期のユーラシア大陸東縁部の地殻変動

の解明につながるものと考えている．

9．ま　と　め

北アルプス薬師岳地域の手取層群を調査し層相解析と

後背地解析を行った結果以下のことが明らかとなった．

（1）岩相の種類と組合せ及び堆積学的特徴から，大きく

5つの堆積相が識別される．それらは，Facies　A（礫岩

優勢相），Facies　B（礫岩と泥岩の互層相），Facies　C（厚

層理粗粒砂岩一礫質粗粒砂岩相），Facies　D（粗粒砂岩と

泥岩の極厚層理互層相），Facies　E（泥質岩相）である．

（2）石徹白亜層群では，扇状地中部での堆積に始まり，

次第に沖積低平地へと環境が推移した．赤岩亜層群では，

再び後背地の隆起が盛んとなり，扇状地中部，扇状地側

方部，盆地底での湖沼，沖積氾濫原（蛇行河川）を経て，

再び扇状地化した．

（3）石徹白亜層群庵谷峠礫岩部層の礫岩は，比較的円磨

された花闘岩類を主とする巨礫からなる．赤岩亜層群南

俣谷礫岩部層の礫岩は，円磨度の悪い珪長質火山岩，珪

長質凝灰岩，頁岩，砂岩，円磨度のよいオーソコーツァ

イトなどの中礫一大礫からなる．赤岩亜層群薬師沢右俣礫

岩部層の礫岩は，比較的円磨されたチャート，中間質火

山岩や凝灰岩などからなる．

（4）砂岩組成は石徹白亜層群と赤岩亜層群において，若

干岩片量に変化が認められるが，全体としては区別しが

たい長石質アレナイトである．

（5）石徹白亜層群庵谷峠礫岩部層は飛騨帯を後背地とす

る北方からの扇状地による供給が推定され，中俣乗越砂

岩部層は飛騨帯を後背地とする南西方からの扇状地外縁

部の堆積が推定される．赤岩亜層群南俣谷礫岩部層は比

較的近傍で活動した珪長質火山岩類，及び飛騨外縁帯を

後背地とする南方からの扇状地による供給が推定され

る．和佐府砂岩泥岩部層は飛騨帯を後背地とする西方か

らの蛇行河川による堆積が行われ，薬師沢右俣礫岩部層

はジュラ紀堆積岩コンプレックスを後背地とする扇状地

による供給が推定される．

（6）ジュラ紀堆積岩コンプレックスからの砕屑物の供給

は，アプチアン以前の前期白亜紀には飛騨帯・宇奈月帯

とジュラ紀堆積岩コンプレックスが近接しており，ジュ

ラ紀堆積岩コンプレックスの一部が陸化したことを示唆

する．
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授，小嶋　智博士，及び兼松株式会社の斉田縦道氏には，
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図版1

購

A二Facies　A、の塊状礫岩。庵谷峠礫岩部層．折立南方の真川沿い林道。

B：Fades　A、の砂岩を挟む礫岩．礫のインブリケーションが認められる．庵谷峠礫岩部層．北ノ俣

　川の1350m地点で東より合流する支流の1450m地点．

A：massive　conglomerate　of　Facies　A1．Ioridanitoge　Conglomerate　Member　on　the　side

　of　road　along　Ma　Gawa　south　of　Oritate．

B二conglomerate　intercalated　with　sandstone　of　Facies　A1．Imbrication　is　visible．Ior

　idanitoge　Conglomerate　Member　at　the　point　of1450m　above　sea　level　along　the

　branch　joining　Kitanomata　Gawa　at　the　point　of1350m　above　sea　IeveL
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A 嚢 欝購譲
図版II

簸羅

謙

A二Facies　A。の礫畳南俣谷礫岩部層．太郎山北方．

B：Facies　A2の礫岩．南俣谷礫岩部層．北ノ俣岳北北東約1．5km。

A：conglomerate　of　Facies　Ao．Minamimatadani　Conglomerate　Member　north　of　Taro

　Yama．
B：conglomerate　of　Facies　A2．Minamimatadani　Conglomerate　Member　at　the　point　of

　about1．5km　north－northeast　of　Kitanomata　Dake．
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地調月報，第42巻第9号 図版m

A：Facies　Cの層状砂岩層．中俣乗越砂岩部層．中俣乗越西方斜面．

B：Facies　Cの層状砂岩．中俣乗越砂岩部層．薬師沢源流部．

A＝bedded　sandstone　of　Facies　C．Nakanomatanokkoshi　Sandstone　Member　on　the

　　slope　west　of　Nakanomata　Nokkoshi．

B：bedded　sandstone　of　Facies　C．Nakanomatanokkosi　Sandstone　Member　in　the

　　uppermost　reaches　of　Yakushi　Zawa．
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Facies　Dが発達する和佐府砂岩泥岩部層（白黒の縞状に見える部分）．上部の尾根部分の白、く

見える部分は薬師岳流紋岩類で，その下位の黒く塊状の部分は薬師沢右俣礫岩部層（原山ほか

（1991）の第1図版の一部を引用．同図版のスケッチ参照）．

：Facies　Dの砂岩・泥岩互層．和佐府砂岩泥岩部層．黒部川1850m，第2図の地点d付近．

：Wasabu　Sandstone－Mudstone　Member　where　Facies　D　is　developed（visible　as　striped

pattem）．W五ite　rocks　on　the　upper　part　of　the　photo　are　Yakushidake　Rhyolites　and

black　massive　rock　under　Yakushidake　Rhyolites　is　Yakushizawamigimata　Cong1Qmer－

ate　Member（reffer　to　Plate　I　in　Harayama6地1。（1991））．

：alternating　beds　of　sandstone　and　mudstone　of　Facies　D．Wasabu　Sandstone－Mud－

stone　Member　at　the　point　o臼850m　above　sea　level　along　Kurobe　Gawa　near

locality　d　in　Fig．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－468一

図版IV
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図版V

A：Facies　E、のシルト葉理の発達した泥岩．葉理を切る白色の部分は砂岩岩脈南俣谷礫岩部層．

　北ノ俣岳頂上付近．

B：Facies　Cの砂岩中に認められる斜交層理。・中俣乗越砂岩部層．中俣乗越の西北西約500m．

A＝mudstone　intercalated　with　siltstone　of　Facies　E2．Sandstone　dike　is　visible　as

　white　portion　cutting1aminae．

B：cross　bedding　in　sandstone　of　Facies　C．Nakanomatanokkoshi　Sandstone　Member

　at　the　point　of　about500m　west－northwest　of　Nakanomata　Nokkoshi。
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国版VI

Plate　VI

手取層群の礫の顕微鏡写真

A：太郎山近くの南俣谷礫岩部層のP一マイロナイト礫．オープンニコル

B：有峰湖東岸の南俣谷礫岩部層のオーソコーツァイト礫．クロスニコル

C：黒部川支流の和佐府砂岩泥岩部層のセリサイトー石英片岩礫．オープンニコル

D＝東南尾根東川の和佐府砂岩泥岩部層の含ザクロ石片岩礫．オープンニコル．

　Photomicrograph　of　gravel　from　the　Tetori　Group．

A：P－mylonite　pebble　from　the　Minamimatadani　Conglomerate　Member　near

　　Taro　Yama．Open　nicoL

B：orthoquartzite　cobble　from　the　Minamimatadani　Conglomerate　Member　on

　　th6east　side　of　Arimine　Ko．Crossed　nicols．

C：sericite－quartz　schist　pebble－from　the　Wasabu　Sandstone－Mudstone　Member

　　in　the　branch　of　Kurobe　Gawa，which　was　collecte（1from　the　sequence

　　shown　in　Fig．8．Open　nicoL

D＝gamet　including　schist　pebble　from　the　Wasabu　Sandstone－Mudstone　Mem－

　　ber　at　the　east　si（ie　of　Tonan　One．Open　ni¢ol．

国版VII

Piate　VII

手取層群の礫の顕微鏡写真

A：有峰湖東岸の南俣谷礫岩部層の珪長質凝灰岩礫．クロスニコル

B：右俣中流の薬師沢右俣礫岩部層の石質ワッケ礫．クロスニコル

C：太郎山近くの二畳紀放散虫化石を含む凝灰質頁岩礫．オープンニコル

D：右俣中流の薬師沢右俣礫岩部層の放散虫チャート礫．クロスニコル

　Photomicrograph　of　gravels　in　the　Tetori　Group，

A：felsic　tuff　pebble　from　the　Minamimata　Conglomerate　Member　on　the　east

　　side　of　the　Arimine　Ko．Crossed　nicols．

B＝lithic　wacke　pebble　from　the　Yakushizawamigimata　Conglomerate　Member

　　ln　the　middle　reaches　of　Migi　Mαta．Crossed　nicols．

C：tuffaceous　shale　pebble　including　Permi3n　radiolarian　fossils　from　the

　　Minamimatadani　Conglomerate　Member　near　Taro　Yama．open　nicoL

D：radiolarian　chert　pebble　from　the　yakushizawamigimata　Conglomerate

　　Merロber　in　the　middle　reaches　of　Migi　Mata．Crossed　nicols．
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図版VII
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